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　本号の生理学第二講座の金子清俊主任教授の特別講演は、
正常型プリオンが一旦解きほぐしを受けて感染型に変わり、
ミトコンドリアへ標的化されアポトーシスを引き起こす機構
について述べられています。解剖学第一講座伊藤正裕先生の
総説では、生殖細胞と免疫細胞が個体環境と発生において示
す違いを解説していただき大変興味深く拝読いたしました。
原著：は八王子消化器外科寿美哲生先生の大腸癌リンパ節転移
数が重要な予後因子であるという論文、形成外科学宮下協二
先生のカルニチン取り込み機構に関する論文、内科学第三講
座吉武紀子先生のフェノキサジンが糖尿病患者の血管障害因
子のフィブロネクチンの発現を抑えるという論文でいずれも
大変示唆に富むものでした。長崎大学熱帯医学研究所依田健
志先生には三日熱マラリアのアルテスネートの効果について
貴重な臨床報告をしていただきました。症例報告は老年病中
井利紀先生から高齢者感染性巨大肝嚢胞の貴重な一例をご提
示頂きました。プラザでは生理学第一講座持田澄子先生から
神経伝達の原著二編の、八王子皮膚科長谷哲夫先生から第10
回世界皮膚癌会議の紹介がありました。第351臨床懇話会は
救急医学講座が当番教室で無症候性キャリアの劇症化を、第
352臨床懇話会は腎臓科教室が甲状腺機能低下を伴うANCA
糸球体腎炎をテーマとしてそれぞれ活発な討論が行われまし
た。ここ一年本学は社会から大変厳しい目で見られています
が、我々にできることは質の高い医療を目指して日々粛々と
行うことだと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（齋藤　誠　記）
幹事会（要旨）（平成17年9月）
報告事項
1　平成17年8月1日付で、阿部公彦病院長が副会長に就任
　　した旨報告があった。
2　庶務報告
　1）総会報告
　　①第156回平成17年ll月5日（土）開催
　　　当番教室1病理学講座、耳鼻咽喉科学講座
　　　特別講演：松本哲哉微生物学講座主任教授
　　　　　　（演題）：感染症の病態と感染制御
　　　シンポジウム＝解剖学1、免疫学、内科学3、小児科学、
　　　　　　　　　皮膚科学、耳鼻咽喉科学、追加発言病
　　　　　　　　　理学（シンポジストア名）
　　　　　　（演題）：アレルギー疾患の診断と集学的治療
　　　一般演題：ポスター発表（大学院生・専攻生）10
　　　　　　　　　題　　②第157回平成18年6月3日（土）開催予定
　　　当番教室：法医学講座、救急医学講座
　　　特別講演：新任主任教授予定
　　　一般演題：ポスター発表（一般・大学院生・専攻
　　　　　　　　　生・研究生）
3．編集報告
　D　63巻5号：9月下旬発行予定（再校印刷中）
2）63巻6号：初校印刷中
3）64巻1号：投稿募集中
4）64巻2号：投稿募集中
5）64巻3号：投稿募集中
6）63巻特別号　初校印刷中
　7）巻頭言：63巻5号～64巻2号
　8）編集状況報告：63巻5号から64巻3号
4　臨床懇話会報告
　1）　開催報告
　　第353回（H17．7」4）八王子医療センター循環器内科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高澤謙二　助教授
　2）　開催予定
　　第354回（H17．10．未定）小児科学講座（依頼中）
　　第355回（H17．ll．未定）外科学第四講座（依頼中）
　　第356回（H17．12．未定）耳鼻咽喉科学講座（予定）
　　第357回（H18．1．未定）内科学第四講i座（予定）
　　第358回（H18．2．未定）臨床検査医学講座（予定）
　　第359回（H18．3．未定）霞ヶ浦病院・診療科（予定）
　　第360回（H18．4．未定）産科婦人科学講座（予定）
5　投稿論文奨励賞・医学会奨励賞審査状況報告があった。
審議事項
1　評議員及び幹事委員の解職・委嘱について審議された。
2．
3．
4．
5．
「執筆にあたっての留意事項」の雑誌掲載について、巻末に
ホームページのアドレスを掲載することとした。
水口純一郎編集幹事が編集委員長に推薦され承認された。
内科系・外科系の編集委員の増員が承認された。
平成18年度査読委員の委嘱について審議した結果、基礎
系は従来通り講師以上とし、臨床系は編集委員に委嘱方法
を一任することとした。
UFJ銀行と東京三菱銀行の統合に伴い、　UFJ銀行の基金
の預入先を変更することとした。
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